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第 20 期 久保田信弥 

第 20 期 平塚  毅 
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１． はじめに 

 尾原ダムは、斐伊川の島根県雲南市木次町北原地先に治水対策を中心に、河川環境の保全、水道用水

の供給などを担う多目的ダムとして建設中のダムである。斐伊川の流域は水はけが悪く、狭い大橋川の

ため、洪水時には宍道湖の水位が上昇し、周辺では多くの洪水に悩まされ続けてきた。昭和 47 年 7 月

豪雨では、宍道湖が大氾濫し、松江市が 7日間に亘って浸水、流域住民に大きな不安と多大な被害を与

えた。これを契機に上流部での志津見ダムおよび尾原ダムの建設、中流部での放水路整備河川改修、下

流部での中海と宍道湖の湖岸堤整備（3点セット）が計画された。平成 16 年 6 月に着手した志津見ダム

本体工事から、約 1年 10 ヶ月遅れて平成 18 年 3 月に着手した尾原ダム本体工事は、平成 21 年 12 月末

現在で本体コンクリート約 57 万ｍ3を打設完了し、平成 22 年 5 月の本体コンクリート打設完了を目指

して鋭意施工中である。 

 

 
写真-1 堤体下流面（平成 21 年 12 月撮影） 



２． 工事概要 

1) 工事名称 ：尾原ダム建設工事（第 1期・第 2期） 

2) 工事場所 ：島根県雲南市木次町北原地先 

3) 工  期 ：平成 18 年 3 月 24 日～平成 22 年 5 月 31 日 

4) 発 注 者 ：国土交通省 中国地方整備局 

5) 施 工 者 ：清水・飛島・東亜特定建設工事共同企業体 

6) ダムの目的 ：洪水調節、河川環境の保全、水道用水の供給 

7) ダム諸元 ：ダムおよび貯水池諸元を表－1に示す 

 

表－1 ダム及び貯水池の諸元 

形       式 重力式コンクリートダム 

堤 高 90 m 

堤 頂 長 443.0 m 

堤 体 積 661,000 m3 

堤 頂 標 高 EL220.0 m 

常 時 満 水 位 EL205.0 m 

集 水 面 積 289.0 km2 

湛 水 面 積 2.3 km2 

総 貯 水 量 60,800 千 m3 

有 効 貯 水 量 54,200 千 m3 

洪 水 調 節 量 37,000 千 m3 

 

図－1 尾原ダム位置図 

尾原ダム



３． 地形・地質 

 尾原ダムサイトの基盤岩類は、中生代白亜紀～新生代古第三紀の因美期貫入岩類の閃緑岩、花崗閃緑

岩、花崗岩からなり、これらにひん岩が貫入している。花崗岩は細粒のものと中粒～粗粒花崗岩の 2つ

のタイプがある。 

 ダムサイトの地形は、左岸側は、北に張り出した尾根の西側斜面に当り、斜面勾配は約 30°を示す。

下流側は発達した沢が張り出した尾根の背後を削り込んでいる。上流側は緩斜面をなし谷幅が広い。右

岸側は、南に張り出した尾根の東側斜面に相当し、斜面勾配は 30°～40°を示す。河床幅は約 50ｍで

ある。 

 
 

 

 

図－2 ダム下流面図 

 
 

 
 

図－3 ダム標準断面図 



４． 工事経過 

 本工事は平成 18 年 3 月に工事に着手した。その後の経過は下記の通りである。 

平成 18 年  6 月 ：本体基礎掘削開始 

平成 19 年  6 月 ：減勢工置換えコンクリート打設 

平成 19 年  9 月 ：堤体コンクリート初打設 

平成 20 年  3 月 ：定礎式 

平成 20 年  4 月 ：コンクリート 10 万 m3達成 

平成 20 年 10 月 ：コンクリート 20 万 m3達成 

平成 21 年 3 月 ：コンクリート 30 万 m3達成 

平成 21 年  7 月 ：コンクリート 40 万 m3達成 

平成 21 年 10 月 ：コンクリート 50 万 m3達成 

 

平成 21 年 12 月末現在で本体打設が約 86％の進捗である。来春に堤体コンクリート打設を完了し、来秋

より試験湛水を開始する予定である。（主要工種の施工状況写真を写真－2～11 に示す） 

 
 

  
写真-2 基礎掘削状況    写真-3 仮設備ヤード造成状況 

 

  
写真-4 左岸頂部掘削状況   写真-5 左岸基礎掘削状況 

 



 

  
写真-6 本体コンクリート打設   写真-7 本体コンクリート打設 

（ダンプ直送）    （クレーン積み替え打設） 

 

  
写真-8 減勢工コンクリート打設   写真-9 プレキャスト通廊設置状況 

 

  
写真-10 原石採取状況    写真-11 基礎処理工施工状況 
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５． 工事の特徴 

5.1 構造面 

(1)連続サイフォン式取水設備の採用 

 尾原ダムでは、取水設備として連続サイフォン式取水設備が採用されている。従来のゲートのような

鋼製ゲートや開閉装置は存在せず、連続的に配置された逆Ｖ字管の頂部に空気を出し入れすることで開

閉を行う新しいタイプの選択取水設備であり、維持管理費の省力化、鋼材・制御装置等の費用低減によ

るコスト縮減を図っている。本設備は志津見ダムでも採用されている。 

 
              図‐４ 連続サイフォン概念図 

 
5.2 施工面 

(1)施工計画のポイント 

施工計画のポイントは、以下のとおりである。 

①鉛直昇降設備（ライジングタワー16.5t 吊）の採用 

堤体コンクリート打設設備に、新しいダム用コンクリート運搬設備「ライジングタワー」を採用し、

施工の効率化とコスト縮減を図る。 

②基礎掘削での骨材用原石の転用率の向上 

基礎掘削は堤体中標高部まで仮設道路をつけて直接土石を搬出できるようにすることで、掘削ズリの

採取、廃棄の選別を容易にし、骨材用の原石への転用率の向上を図る。 

③バンカー線の自動化 

バンカー線は自動化・無人化を図り、安全性向上に努める。 

 

（2）仮設備 

 貯水池内に配置する仮設備設置標高は、1/20 確率の出水でも浸水することの無い標高 EL175ｍとし、

骨材製造設備及びコンクリート設備は、下流民家に与える騒音・振動の影響を考慮して貯水池内として

いる。 

 コンクリート打設設備にライジングタワーを採用するとともに、骨材製造貯蔵輸送設備を堤体周辺へ

集約している。 

 



 
 
 

 

 
図‐5 仮設計画平面図 



(2)コンクリート打設 

尾原ダムのコンクリートは、外部配合、内部配合、構造物配合に大別され、使用区分ごとに打設した。

表－3に示方配合を示す。 

 

表－3 尾原ダムコンクリート示方配合表 

 

 

コンクリート打設は、低位標高をダンプ直送ＲＣＤ工法、中位標高をクレーン積替えＲＣＤ工法、高

位標高をクレーン積み替えＥＬＣＭ工法として計画した。しかし、減勢工へのコンクリート供給運搬路

が無かったため、また、基礎地盤追加掘削等により、打設開始時期が遅れ、工程回復を検討した結果、

リフト厚 1ｍのＲＣＤ工法より、リフト厚最大 1.5ｍのＥＬＣＭ工法の方が良いと判断し、ＥＬＣＭ工

法で打設を行っている。 

バッチャープラントで製造されたコンクリートは、1 系列は、堤体上流のバンカー線上のダンプアッ

プ式トランスファーカより 5.0ｍ3コンクリートバケットに供給され、コンクリートバケットはライジン

グタワー（16.5t 吊り）で吊り上げられ、堤体内のダンプトラックに積み替えて運搬した。別系列では、

ダンプトラックにより 5.0ｍ3及び 4.5ｍ3コンクリートバケットに供給し、1 号（16.5t 吊×85m）、2 号

（13.5t 吊×75m）タワークレーンで吊り上げ、堤体の打設箇所へ直接運搬した。 

 減勢工の水叩き部は、バッチャープラントからダンプトラックで運搬し、200t クローラクレーンで打

設ブロックに運搬した。擁壁部は、バッチャープラントヤード及び左岸天端道路よりポンプ圧送にて減

勢工に設置したグランドホッパーに供給し、グランドホッパーからアジテータトラックに積み替え、コ

ンクリートポンプ車にて打設を行った。 



(3)基礎掘削 

 尾原ダムは、コスト縮減を考慮した掘削線で基礎掘削が設計されていたが、結果として、左岸、右岸

および河床部にて当初予定線を追いこんだ掘削となった。追加掘削にあたっては、工期確保のために、

下部で打設を行いながら上部の基礎掘削を昼夜で行った。 

 基礎掘削は、平成 18 年 6 月に開始し、暫定で切り下がって平成 19 年 9 月に堤体河床部を打設した。 

左岸側は掘削開始時に切り出し位置が決まらないため、暫定で掘削を行い、アバット面を直接確認し

た。その結果、左岸側袖部を 71ｍ追い込むこととなり、堤体打設を河床より進めながら、ダム天端以上

を約 48 万ｍ3、天端以下を約 19 万ｍ3追加掘削した。掘削量は、当初 71 万ｍ3に対して現時点で 139 万

ｍ3となっている。 

 左岸側は深部まで風化が進んでおり、さらに低角度に粘土シームを挟んでいたため左岸頂部では

1:1.5 勾配での掘削中に幾度となく法面の変状を繰り返し、法枠＋ロックボルトの逆巻き施工で切り下

がった。 

  

 

 

 

図-6 左岸追加掘削地質概要 

 



(4)左岸堤体延長  

 左岸の堤体計画変更に伴い、約 3.4 万ｍ3 の堤体コンクリート量が増えることとなり、仮設備につい

て検討した結果、以下の設備を増設した。 

  

表-4 左岸追加仮設備概要 

骨材貯蔵設備 コンクリート 10,000m3分 

濁水処理設備 100t/H 

骨材引抜設備 130t/H 

コンクリート製造設備 ミキサー容量 2.25m3 

コンクリート打設設備 タワークレーン 13.5t×75m 

 

 左岸延伸部の基礎岩盤は長い水平部があり、この着岩部の打設を行うため、このエリアをカバーする

タワークレーンを増設した。 

 コンクリート製造設備については、当初から設置している 2基のバッチャープラントだけでは、コン

クリートの製造能力が足りないため、左岸延伸部専用のバッチャープラントを増設した。 

 骨材製造設備については、冬季の打設量の少ない時期に骨材を製造して貯蔵することとし、増設しな

いこととした。骨材の貯蔵量としては、堤体の打設量がピークを過ぎるまでの間の打設分としてコンク

リート量にして 10,000ｍ3をストックすることができる貯蔵設備を設けた。左岸側プラントの骨材供給

は、右岸側骨材貯蔵設備からコンクリート製造設備への輸送ラインの途中に骨材引き出し設備を設けて

10t ダンプトラックで左岸骨材貯蔵設備まで運搬した。 

 

  
写真-12 左岸仮設備全景    写真-13 左岸用打設設備 

      タワークレーン（13.5t×75m） 

 

 



(5)基礎処理の施工 

 尾原ダムの基礎処理工は、コンソリデーショングラウチングとカーテングラウチング及び間詰めグラ

ウチングである。コンソリデーショングラウチングは、遮水性改良目的と弱部補強目的の 2種類に分類

される。間詰めグラウチングは、15～21BL において、岩盤内に不連続に発達する開口割れ目を充填する

目的で間詰めグラウチングを行った。コンソリデーショングラウチング及び間詰めグラウチングは堤体

コンクリート上から、カーテングラウチングは上流フーチング上から施工した。それぞれの諸元を以下

に示す。 

 

表-5 基礎処理諸元 

区  分 コンソリ（弱部補強目的） コンソリ（遮水性改良目的） 間詰め 

目  的 透水性に対す

る弱部補強 

変形性に対す

る弱部補強 

遮水性改良 最上流部 

コンソリ 

開口割れ目 

充填 

改良目標値 10Lu 10Lu 10Lu 10Lu － 

規定孔配列 3m 間隔 1 列 3m×3m 格子 3m×3m 格子 6m×6m 格子

 

区  分 カーテン 

改良目標値 1～5st 6～9st 10st 以降 

2Lu 5Lu 10Lu 

規定孔配列 単列：3m 間隔（2 次孔まで）  P 孔：12m 間隔 

 

 
図-7 コンソリデーションおよび間詰グラウチング図 



（6）原石採取工 

原石山は、ダムサイト上流約 2ｋｍの斐伊川左岸・鴨倉地区に位置し、地質は中世代白亜紀～新生代

古第三紀の花崗岩および閃緑岩が基岩である。平成 18 年 11 月より掘削を開始し（掘削開始天端 EL253.0

ｍ盤）、平成 21 年 12 月現在、EL180ｍ～185ｍ盤での原石採取中である。 

当初調査結果より表土廃棄岩が増えたこと、堤体体積が増加したことにより河川水位より約-5.0ｍ

（EL177.0m 盤）の原石採取になる見込みである。原石運搬は運搬経路の制約上（一部片側交互通行）、

10t ダンプによる運搬を行っている。 

掘削工法はベンチカット工法を採用しており、ベンチ高さは EL185ｍ盤までは標準的な 8.0ｍで施工

を行い、EL185ｍ盤より下盤は河川水位高さ付近となるため、EL185ｍ盤では 5.0ｍベンチ、EL180ｍ盤は

3.0ｍベンチで施工中である。発破作業では油圧クローラドリル 180kg 級を 2 台使用し、発破孔におい

て湧水のある孔についてはバキューム車及び排水ポンプで排水した後、親ダイ(段発電気雷管＋アルテ

ックス)＋AN-FO をビニール袋に詰め装薬を行っている。 

 

６． おわりに 

 平成 19 年 9 月より開始した堤体コンクリート打設も左岸延伸部がようやく最盛期を迎えています。

平成 22 年秋の試験湛水に向けて企業体職員一丸となって努力していく所存です。 

 今後とも、関係者各位のご指導、ご協力をよろしくお願い致します。 


